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八
月
二
十
四
日
、
南
丹
市
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
第
一
回
会

議
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
十
四
人

の
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
住
民
に
関
心
の

高
い
健
康
づ
く
り
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
市
民
の
健
康
と
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
た
め
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
地
域
の
実
情
を
把
握

し
、
ど
の
よ
う
な
健
康
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
か
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
市
民
ぐ
る
み
、
地
域

ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
運
動
を
広

げ
る
た
め
、
幅
広
い
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

▲地域の実情に応じた対策が協議されました

健康で生き生きと暮らせるまちづくり
ー南丹市健康づくり推進協議会ー

▲米寿を祝って記念品が贈られました

▲お元気な笑顔を見せてくださった横谷さん

危
機
管
理
意
識

の
徹
底
を
図
る

ー
非
常
招
集
訓
練
を
実
施
ー

祝
・
ご
長
寿
！
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

ー
米
寿
・
白
寿
の
お
祝
い
品
を
贈
呈
ー

南
丹
市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
方
で
米
寿
・
白
寿
を
迎

え
ら
れ
る
と
記
念
品
を
贈
り
お
祝

い
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
市
内
で
九
月
一
日
現
在

で
満
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
方
は
百
三
十
七
人
（
園
部

二
十
四
人
、
八
木
　
四
十
九
人
、

日
吉
　
三
十
九
人
、
美
山
　
二
十

五
人
）
で
、
全
員
の
方
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
吉
町
の
横
谷
冨
江
さ

ん
（
明
治
四
十
年
十
月
二
日
生
ま

れ
）
が
満
九
十
九
歳
（
白
寿
）
を
、

同
町
の
渡
部
英
三
さ
ん
（
明
治
三

九
月
八
日
早
朝
、
南
丹
市
役
所

で
は
全
職
員
を
対
象
に
緊
急
時
連

絡
体
制
お
よ
び
初
動
体
制
の
確
認

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
は
災
害
な
ど
の
際
に
素
早
い
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
職
員
へ

の
危
機
管
理
意
識
の
徹
底
を
目
的

に
し
た
も
の
で
す
。

市
長
よ
り
震
度
五
の
地
震
を
想

定
し
た
招
集
の
指
示
が
出
さ
れ
、

連
絡
網
を
通
じ
た
招
集
に
よ
り
、

指
示
が
出
さ
れ
た
一
時
間
後
に
は
、

本
庁
、
支
所
で
九
十
謾
以
上
の
職

員
が
登
庁
を
終
え
ま
し
た
。
各
部

署
で
は
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て

確
認
を
行
う
な
ど
気
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

▲緊急時の対応が確認されました

十
九
年
五
月
十
七
日
生
ま
れ
）、
織

部
小
与
し
さ
ん
（
明
治
三
十
九
年

九
月
十
九
日
生
ま
れ
）
の
お
二
人

が
満
百
歳
の
誕
生
日
（
長
寿
）
を

迎
え
ら
れ
た
の
を
祝
い
、
お
祝
い

品
と
お
祝
い
金
が
市
長
よ
り
贈
ら

れ
ま
し
た
。

横
谷
さ
ん
は
お
元
気
で
家
族
に

囲
ま
れ
て
、
悠
々
自
適
な
生
活
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。


